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NY マーケットレポート（2014 年 1 月 24 日) 
昨晩の外国為替市場は、中国景気が減速するとの不安に加え、アルゼンチンやトルコの

通貨急落を背景に、新興国経済への懸念が広がり、リスク回避の思惑から安全資産とさ

れる円とスイス・フランを買う動きが優勢となりました。円は、世界 174 通貨のうち 2

通貨を除くすべてに対して上昇する動きとなりました。ドルは、米金融緩和の縮小が続

くとの思惑を背景に、主要通貨に対して底固い動きとなりました。また、トルコ・リラ

は、対ドルで過去最安値を更新し、ロシア・ルーブルは 5 年ぶりの安値となりました。 

 



 

                      
 

2 
 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
欧州市場 
 

21：10 

≪米企業決算≫ 

 

米 P＆G 

第 2 四半期中核的 1 株利益 1.21 ドル（予想 1.20 ドル） 

 

米ゼロックス 

10-12 月期 調整後 1 株利益 0.29 ドル（予想 0.29 ドル） 

 

21：20 

≪ 要人発言 ≫ 

カーニー英中銀総裁 

・「数四半期の家計支出主導のトレンド上回る成長、金融危機からの逆風回避には不十

分」 

・「英景気回復、緊急の金融政策の解除検討が適切となる時期にはまだない」 

・「英インフレ圧力がより抑制されている兆候、差し迫った利上げないこと正当化」 

・「ポンド高、純輸出の拡大を抑制へ」 

 
(出所：ネットダニアー) 
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22：00 
ドル/円 102.42  ユーロ/円 140.25  ユーロ/ドル 1.3695 
 

22：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6707.51 -65.77 
ダウ INDEX 

FUTURE 
16057 -94 

仏 CAC40 4221.30 -59.66 
S&P500 

FUTURE 
1812.50 -11.70 

独 DAX 9504.96 -126.08 
NASDAQ 
FUTURE 

3592.25 -21.50 

(出所：SBILM) 
 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

12 月カナダ消費者物価指数（前月比） -0.2％（予想 -0.2%・前回 0.0%） 

12 月カナダ消費者物価指数[コア] -0.4％（予想 -0.4%・前回 -0.1%） 

12 月カナダ消費者物価指数（前年比） 1.2％（予想 1.3%・前回 0.9%） 

12 月カナダ消費者物価指数[コア] 1.3％（予想 1.3%・前回 1.1%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

11 月メキシコ小売売上高（前年比） 1.9％（予想 0.8%・前回 -1.1%） 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16092.60 -104.75 

ナスダック 4193.82 -25.05 
                                              (出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪欧州のポイント≫  

①ECB は声明で、「米ドルの調達環境が大きく改善したこととドル流動性供給オペへの

需要の低さを踏まえた」決定だと発表。英中銀や日銀、スイス中銀とともに、市中銀行

向けのドル融資の規模を縮小していくことを決めたと説明した。また、「最近整備され

た常設のスワップラインが、必要な場合のドル資金供給再開の枠組みを提供する」と付

け加えた。これら主要中銀は、金融市場凍結の恐れがあった 2007 年、それぞれの国・

地域の市中銀行へのドル資金供給で協力し合うことで合意。その後、ECB の債券購入計

画発表などで欧州債務危機が和らぐと、中銀は通貨スワップファシリティーの常設化を

決めた。 

②ギリシャ中銀が発表した 2013 年 1-11 月の経常収支は、14 億 6000 万ユーロの黒字と

なった。前年同期は 41 億 3600 万ユーロの赤字だった。2013 年通年でも黒字となれば、

ユーロに加盟して以来初めてとなる。ギリシャ最大の外貨獲得源である観光収入が

+15％の 118億 3000万ユーロとなったことが寄与した。11月単月では、前年同月比-1.5％

の 1 億 9100 万ユーロ（2 億 6130 万ドル）だった。 

 ギリシャの観光業界は通年で観光収入が前年比+10％の 110 億ユーロになると予想し

ている。経済危機を受けてホテルやレストランが価格を引き下げ、サービスを向上させ

たことに加え、ロシアからの観光客のように、長期間滞在し平均支出が多い観光客が増

えたことが、観光収入の押し上げにつながっている。 

③カーニー英中銀総裁は、世界経済フォーラム年次総会（ダボス会議）の講演で、刺激

策の解除に踏み切れるほどには、英経済は勢いを増していないと強調。家計支出主導に

よる数四半期のトレンドを上回る成長は良好なスタートではあるが、十分ではないと語

った。さらに、安定的なインフレと一致する失業率の水準が、英中銀が昨年 8 月に見込

んでいたよりも幾分低下していると指摘。失業率が予想よりも速いペースで改善しても、

緊急の金融政策の解除検討が適切となるには、もうしばらく景気回復が継続する必要が

あるだろうと述べた。 

 

0：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

序盤の株式市場は、中国経済の減速観測に加えて、トルコやアルゼンチンの通貨急落を

背景に、新興国経済の先行きに警戒感が広がり、世界的に株価が下落したことが影響し

て、主要株価は軟調な展開が続いている。 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

午前の債券市場は、中国景気が減速するとの不安に加え、アルゼンチンやトルコの通貨

急落を背景に新興国経済への懸念も広がり、リスク回避の思惑から安全資産とされる米

国債に資金を振り向ける動きが加速した。米長期金利の指標となる 10 年債利回りは一

時 2.706％と、昨年 11 月下旬以来、約 2 ヵ月ぶりの低水準となった。 

午前の利回りは、30 年債が 3.65％（前日 3.68％）、10 年債が 2.73％（2.78％）、7 年

債が 2.17％（2.23％）、5 年債が 1.54％（1.60％）、3 年債が 0.72％（0.76％）、2 年

債が 0.33％（0.36％）。 
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欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6663.74 -109.54 

仏 CAC40 4161.47 -119.49 

独 DAX 9393.02 -239.02 

ストック欧州 600 指数 324.75 -7.94 

ユーロファースト 300 指数 1301.34 -31.29 

スペイン IBEX35 指数 9868.90 -372.30 

イタリア FTSE MIB 指数 19358.99 -455.56 

南ア アフリカ全株指数 46462.14 -583.30 
                                                   (出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

欧州株式市場は、新興国の景気先行き不安が広がったことを背景に、投資家のリスク回

避の動きが強まったことから、主要株価は軒並み大幅下落となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

                      
 

8 
 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16030.03（-167.32）、S&P500 1804.17（-24.29） ナスダック 4160.96（-57.91） 

 

4：40 

NY 金は、中心限月が前日比 2.00 ドル高の 1 オンス＝1264.30 ドルで取引を終了した。 

 

5：30 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.68 ドル安の 1 バレル＝96.64 ドルで取引を終了した。 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1264.30 +2.00 

NY 原油 96.64 -0.68 
                  (出所：SBILM) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

ＮＹ金は、新興国経済に対する懸念から投資家がリスク回避の姿勢を強め、比較的安全

な資産とされる金に投資資金を避難させる動きが優勢となった。終値ベースでは、昨年

11 月中旬以来、約 2 ヵ月ぶりの高値水準となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

ＮＹ原油は、中国の景気が減速しエネルギー需要が落ち込むとの不安が強まったほか、

新興国経済の先行き懸念を背景にリスク回避の動きが広がったことから、売りが先行し

5 営業日ぶりに反落となった。 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 15879.11 -318.24 16203.29 15879.11 

S&P500 種 1790.29 -38.17 1826.96 1790.29 

ナスダック 4128.17 -90.70 4197.93 4128.17 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

≪米株式市場≫ 

米株式市場は、中国経済の減速観測に加えて、トルコやアルゼンチンの通貨急落を背景

に、新興国経済の先行きに警戒感が広がっていることから、米主要株価は大きく下落す

る動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から大きく下落となり、300 ドル以上下落して

引けた。また、ナスダック、S&P500 は、前日から 2％以上下落した。 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 102.26 102.73 102.10 

EUR/JPY 139.84 140.50 139.77 

GBP/JPY 168.75 169.62 168.59 

AUD/JPY 88.83 89.55 88.76 
NZD/JPY 84.24 84.97 83.99 

EUR/USD 1.3676 1.3699 1.3669 

AUD/USD 0.8688 0.8722 0.8686 
                                    (出所：SBILM) 

 

≪外国為替市場≫ 

外国為替市場は、中国景気が減速するとの不安に加え、アルゼンチンやトルコの通貨急

落を背景に、新興国経済への懸念も広がり、リスク回避の思惑から安全資産とされる円

を買う動きが優勢となった。円は、全ての主要通貨に対して上昇する動きとなった。 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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